
























































として、單に患難を經驗しただけではまだ不十分なことであり、その患難にどう對處したかという主體的對應まで含めて初めて十分な說明 なると考えられる。もう一つは、陽明の目覺ましい功績に對する註目である。 『明史』列傳が一卷すべてを陽明の靖亂 敍述 費やし、ま 『王陽明先生出身靖亂錄』という小說もあるよう 、その事績は早くから人口に膾炙していた。現代の傳記硏究もそれと同じく、いつも大幅な紙數を割い 陽明の戰爭指揮を敍述しているが、ただそのよう 見方は、實は 成し遂げたことのいわば外側を捉えただけのものであって、陽明がどのような內面的努力を通してそれを成し遂げたかに關しては立ち入っていない。そうするよりも、江西期における陽明の工夫と思想的成熟を見るには、やは 陽明自身の視線に沿って、彼 問題に直面し それにどう對處していたか 見る必要があろう。
それでは、陽明自身の視線に沿って江西時代を見れば、何

























































































































































































































（ 「四乞省葬疏」 、 『別錄』五）
と、朝廷から見れば、自分 願いは一人の「私情」であろうが、自分からすれば、一生の「大節」ですらあると主張する。ここでは、人 「私」とされるものが、陽明によって「節」と意味づけられている。 「私」と「節」 境界線はどこ あるのか。恐らく「私」になくて「節」にあるもの 、全うされるべき倫理的價値ではなかろうか。しかも れが「一生の大節」とされているように、陽 の人生全體にかかわるほど重い倫理的價値なのである。とすれば、陽明の思歸 、そのような重い倫理的價値が全うされず 缺如した狀態を囘復しようとする衝動として理解 き 。（３）仕官と思歸
さらに、そのような思歸には、陽明が置かれた官界での難



















































この上奏文は正德十五年三月二十五日に王鼐に托したものであり、宸濠の亂以來、歸鄕を願う三囘目の 奏文である ただ、この上奏文は自身の歸鄕につい の請願であり 公務用の「題本」ではない可能性もあるが、實は、その日に王鼐に托した上奏文がもう一通あるようで そ 同じ日付を持つ「乞寬免稅糧急救民困以弭災變疏」
（同上）
である。これは民









（ 「先師畫像記後語」 、 『龍溪王先生全集』
十五）
とある。つまり、陽明が宸濠の亂を平定したにもかか
















































































ものとして、そ から一日も早く脫出させてくれるように朝廷の重臣への說得を朱節に賴んでいた。これらの激し 言葉から、我々は陽明がこの危⺇ 壓倒されているような姿さえ讀み取れる。その狀態なら、倫理的價値を囘復す りも單に危難を避けて安全を確保したいという思 も思歸の理由になりうる。要するに、もともとあった陽明の 歸が、官界における危⺇的狀況にともない、倫理的價値を囘復する面からも、自身の安全を確保する面からも增幅されて ったように考えられる。そして、それと同時に、巡撫としての陽明の職務も大きな難局を迎えていた。
當時、十四年から十五年にかけて江西では旱魃、反亂、




（ 「批追徵錢糧抂」 、 『別錄』九）
と痛烈に叫んだ。民の悲慘なありさまを目の當たりにしつつも、國家の理不盡な取り立てを止めることができない。その後ろめたさから、陽明はまず自分の俸給を止めることに て（ 「再批追徵錢糧抂」 、同上）
、それから自分を彈劾する上奏文を
奉った
（ 「水災自劾疏」 、 『別錄』五）
。ほかに租稅の免除あるい
は代替策なども奏請したが やはり返事はなかった。一方、部下に對する指示としては、あくまで民を思いやりながら次第に徵收することにし、最終的には「務使窮 不致重傷、而國用終亦無損」






が、見方を變えれば、それは兩方を滿足させないことでもある。巡撫としては、治下の民が困窮していれば、それを救濟するのが當然の責任であるが、陽明は救濟するどころか、結局民からさらに取り立てることになった。一方の國家でも、徵收が遲れたこと 對 、徵收に當た 役人 罰しようとする動きが出ていた。自分を罰す のではなく、自分の指示で實際の徵收に當 っ 部下たちを罰するわけであるから、陽明は心苦しく思い、すべてを一身に引き受 て免職されることを願い出た
（ 「徵收秋糧稽遲待罪疏」 、 『別錄』五）
。こう















































於意必之私、 未忍一日舍置。嗟乎、 「我躬不閱、 遑恤我後」 。盡其力之所能爲 大勢亦幸底定 如其禮樂、以俟君子而已。
（ 「與顧惟賢」三、 『續編』二）






























































二年も汲汲として求め きた歸鄕をわきに置き さらに多大な感情を抑え込んでその事に對處しようとした。ということは、その時に限ってはこの事への に、歸鄕に含まれた倫理的價値よりも重い價値があったと言わざる 得ない。しかし、そのようなはずはない。價値 重さでは、
への一日の





が起こるのはなぜか。それは恐らく、現實にお て價値の選擇をする時には、その重さだけでなく、その距離をも考慮に入れるものだからである と考えられる。歸鄕に含まれた倫理的價値は、歸鄕して初めて全うさ るものであり、そうするには皇帝に申請して許可され さらには實際に歸るこ を含め、最低でも數ヶ月は かる。 ため、より遠い價値と言える。それに對して 國難に對處す こ 自體臣下にとって相當に重い價値であるうえに、目の前の必要性迫られて目の前で實行 き 身近な價値 もある。そこで、
重さと距離の兩方を考え合わせた結果、國難への對處の重要性が、歸鄕の倫理的價値を超えてい ように考えられる。そうすれば 原理的に重い のほかに、現實的 身近な價値も陽明にとって相當重要なものであったと言うことができる。國難は一種の非常事態であるが、普段の場合では この原理的に重い價値と現實的に身近な との相剋を、陽明はどう判斷するのであろうか。
先述のように、宸濠の亂以後、陽明は官界で危⺇に遭い、








































うに、後に學問に關して從來の立場を堅持 、陽明を疑った人である。その彼に對しても、陽明は結局、自分で「天理の至り」を求めるように促しただけであった。 「天理の至り」を求めたうえでなお歸りたいならそれも認めるが、もし國のことが氣がかりであって一人で迯げるに忍びないなら 今一つ踏ん張ることで「臨難の義」は果たせ し 事が收まった後に「恬退の節」もおのずと全うできる、としたのであ 。そして最後の「興言乁此、中心愴切」からは ここまで說得してきた陽明の言葉 、陽明自身にも響いたように思われるが、ということは、彼は邵銳 同じくあ い 邵銳以上に歸るべき事情を抱えていながら それ以上 目の前の情勢から、
もうしばらく止まっておく必要性を感じていた、ということであろ 。
苦しいながらも、陽明はもうしばらく止まることを選び、



















「孤腸自信終如鐵」などの傍線部は、いかに讒言を浴びていようと、自分の精神はそれに搖るがされないという自信を示し、また「靑天白日是知心」は、自分の心はまるで靑天白日のようなものだと、自己の心の狀態に對する自信を語っている。このいわば外界 自己の心の兩方 對する滿ち溢れた自信は、三月頃の「豈必欲置人於死地、然後已耶」 「得早一日歸、卽如早出一日火坑」と對比すれば、その大きな差に氣付く。當初は官界で 危⺇に壓倒されそうな樣子さえ見せた陽明は、どのようにしてこ 心境の大きな變化を實現したのであろうか。また、六月から九月にかけての贛州滯在期に、實は「致良知」說も唱えられる になったのであるが こ心境の變化は「致良知」の形成にも結びついていた ではなかろうか。
後年、讒言の危⺇に對處した經驗について、陽明は次のよ
うに言乁している。



































止謗。曰、無辯。 」という語を引き、人から何をされてもそれに反撥せず、その來るがままを受け入 こと 勸めた。また、自分の經驗として、ただ「自修自耐」 なわちひたすら耐えながら自分を修めることで「當時」を乘り越えたことを言っている。後文の「當時諸君從傍靜觀其勢」からして、この「當時」は「二君」と一緖に過ごした きである 、宸濠の亂以後の嚴しい時期と思われ いうことは 當時の危⺇に際しても、陽明は決して反撥せず、人か 何 されてもそれをそ まま受け入 、そ 中で耐えながら自分をめていくことで乘り越えてき のであ
人から何をされてもそのまま受け入れ、ひたすら耐えると
いう態度は、ある意味で極めて受動的と言える。しかし、陽明からすれば、
或問客氣。師曰、 「客與主對。讓盡所對之賓、而安心居於卑末、又能盡心盡力供養諸賓、賓有失錯又能麭容、此主氣也。惟恐人加於吾之上、惟恐人怠慢我、此是客氣。 」（ 『稽山承語』
29條）
というように、 その一見受動的な態度こそが「主氣」であり、否定すべき「客氣」と對照的なものであった。 「客氣」については、 陽明はしばしばその弊害を言う。例えば 私欲客氣、一病兩痛、非二物也」
（ 「答陸原靜書」二、 『傳習錄』中）
と、客
氣と私欲は一物の兩面であるこ を言 、 「只恐客氣爲患、不肯實致其良知耳」
（ 「與楊仕鳴」二、 『文錄』二）
と、客氣が致
良知の工夫を妨げる恐れがあることを主張している。これらの用例から、必ずしも客氣 一貫した定義が讀み取れ わけではないが、少なくともここでは、それを主人 客人の關係で說明しようとしている。
すなわち、主氣とは、主人が客人をもてなすように、自分
を低くして客人 一切を受け入れ、そのうえで客人 できるだけよくもてなそうとする心持ちである。そ に對して客氣とは、客人のようによくもてなされることを期待し、よくさ
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れないことを怖がる心持ちである。比喩的な話であるが、言い換えれば、主氣は人から何をされようと、その人の一切を受け入れ、そのうえで人によくしようとすることであり、それに對して客氣は自分が人に受け入れられ、よくされることを期待し、人によくされないのを嫌がることである。その客氣のもとに、いったん人によくされな ったら、不滿を抱いて反撥や迯避など たく る も、當然豫想されよう
伍希儒と謝源の例で言えば、理不盡な仕打ちをされてそれ
に反撥しようとすることは、陽明からすれば、まさに客氣なのであり、だからこそ陽明はその來るがまま 受け入れるという主氣に徹すること 勸めたのである。また、陽明自身危⺇に際して世閒から迯れようと たり、自分 要求を握り潰す吏部を批判したり たのも、實は客氣なのであろ彼はやはり、そ 仕打ちをそのまま受け入れたう 人々によくしようとすること、すなわち「主氣に徹する」ことで危⺇を乘り越え、かつ心境にも大きな變化が たらされ と考えられる。つまり 人から何をされるか心
配
するよりも、む
しろ何をされてもそれを受け入れ そのうえで人によく ようとすること。そう切り替えること 何事があって 素直に受け入れ 、ゆった した心構えも自然 生じ くるよう



















く、生死より重い價値でもあった。その場合、倫理的意識に專念するといっても、もとから重んじていた倫理的價値を囘復するか、目の前の身近な價値に集中するか、衟が二つに分かれている。倫理的價値を囘復することは、 現實的に難しい。かといっ 、それをあきらめて身近な價値に集中するなら、陽明の價値觀としては許されない。陽明は兩者の拮抗に惱まされたが、最終的には官界で危⺇に遭 、そこで主氣に徹するという處し方を取り 何もかも素直 受け入れ ゆったりした心構えを身に付けたことによって解決を見たのである。その結果、陽明は目 前の身近な價値を優先することに納得したが、そのことが陽明の工夫であ 一方、みずからをそう納得させた陽明 心境の變化が、すなわち江西時代における陽明の思想的成熟であったと考えら る。
註（１） 　安田二郞「陽明學の性格」 （ 『中國近世思想硏究』弘文堂、
一九四八、一八六頁） 。
（２） 　「致良知」の形成時期については、ふつう正德十五年の秋










江南」 （ 「示冕」 、 『忠肅集』 ）と每晩江南を夢見るほど故鄕が戀しかったという。于謙の出身は浙江の杭州である。
（５） 　余英時 『宋明理學與政治文化』 （吉林出版集團有限責任公司、
二〇〇八）第六章「明代理學與政治文化發微」 。
（６） 　計文淵編『王陽明法書集』 （西泠印社、一九九六）所收の
圖版「 六 　寓贛州上海日翁手札」 。なお、本論は書跡を引用するに當たっては、圖版 ら直接引くことを原則としたため、文字や句讀は圖版に付された釋文 は必ずしも一致しない。
（７） 　註（６）所引書「六〇 與薛尙謙手札」 。（８） 　役所の見取り圖は嘉靖『贛州府志』の圖版「提督都察院圖」
に、沿革などは卷六公署「提督都察院」に見られる。
（９） 　この文章の拓本に、 「正德己卯（十四年）三月既望」の日


















15） 　大場一央 「王陽明の思想形成における龍場大悟の位置」 （ 『早稻田大學文學硏究科紀要』五二、第一分册、二〇〇六）
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